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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月25日(2008.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発振回路の信号路と定電圧側との間に接続され、信号路に侵入する第１の極性の静電圧
を第１の半導体整流素子を介してバイパス用定電圧側へバイパスさせる第１の静電保護回
路と、
　前記信号路と基準電位側との間に接続され、信号路に侵入する第２の極性の静電圧を第
２の半導体整流素子を介して前記基準電位側へバイパスさせる第２の静電保護回路と、
　を含み、
　主電源電圧をＶss、前記半導体整流素子の順方向オン電圧をＶFon、リーク電流が発生
した場合における前記信号路と電源電圧ラインとの間の電位差をＶRとすると、
　前記バイパス用定電圧Ｖregは、前記主電源電圧│Ｖss│の動作予定電圧の範囲内で、
次式
　　　　　　│Ｖreg│＞│Ｖss│－ＶR－ＶFon

を満足する値に設定されることを特徴とする発振回路。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記バイパス用定電圧は、
　発振回路の電源電圧として供給される定電圧Ｖreg2とは別に供給される定電圧Ｖreg1で
あることを特徴とする発振回路。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記バイパス用定電圧Ｖreg1と、発振回路の電源電圧として供給される定電圧Ｖreg2は
　　　　　　│Ｖreg1│＞│Ｖreg2│
の条件を満足するように設定されることを特徴とする発振回路。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかにおいて、
　定電圧供給回路からの供給定電圧及びこの供給定電圧を分圧・昇圧し得た定電圧の一方
Ｖreg2を発振回路の電源電圧として使用し、他方Ｖreg1を前記バイパス用定電圧として使
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用することを特徴とする発振回路。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかにおいて、
　前記バイパス用定電圧として、
　前記発振回路の電源電圧として供給される定電圧よりも温度変化に対する電圧変動が小
さな温度特性の定電圧を用いることを特徴とする発振回路。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかにおいて、
　前記バイパス用定電圧を供給する前記定電圧供給回路の出力と、前記基準電位との間に
、信号路に侵入する第１の極性の静電圧を第１の半導体整流素子を介してバイパス用定電
圧側へ放電させるための放電用半導体整流素子を設けることを特徴とする発振回路。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記放電用半導体整流素子は寄生ダイオードであることを特徴とする発振回路。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかにおいて、
　前記第１の静電保護回路は、
　前記発振回路の信号路と主電源との間に接続され、信号路に侵入する第１の極性の静電
圧を前記主電源電圧側へバイパスさせる第３の半導体整流素子を含むことを特徴とする発
振回路。
【請求項９】
　請求項８において、
　前記第３の半導体整流素子の寄生容量値は、
　前記第１の半導体整流素子の寄生容量値より小さな値に設定されたことを特徴とする発
振回路。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれかにおいて、
　前記各半導体整流素子の寄生容量の一部または全部を位相補償用コンデンサとして使用
することを特徴とする発振回路。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれかの発振回路と、前記発振回路の出力に基づいて被駆動部を駆
動する駆動回路を含むことを特徴とする電子回路。
【請求項１２】
　請求項１～１０のいずれかの発振回路と、前記発振回路を装着する回路基板とを含むこ
とを特徴とする半導体装置。
【請求項１３】
　請求項１～１０のいずれかの発振回路と、前記発振回路に基づいて時刻表示をなす時刻
表示部とを含むことを特徴とする電子時計。
【請求項１４】
　請求項１～１０のいずれかの発振回路と、前記発振回路の出力を用いて被駆動部を駆動
する駆動回路と、被駆動部とを含むことを特徴とする電子機器。
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